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前列左から田中結さ
ん（2年）、西塚菜摘
さん（3年）、浜谷豊
美町長、熊野美里さ
ん（2年）、佐々木海
さん（2年）。後列左
から川浪孝雄教育長、
菅井盛基校長、尾﨑
裕子教諭

美
し
い
演
技
を
目
指
し
て

�

　

階
中
体
操
部
が
全
国
大
会
出
場
　

８
月
17
日
、
部
員
４
人
が
町

長
を
訪
れ
全
国
大
会
出
場
を
報

告
し
ま
し
た
。
３
年
生
の
西
塚

菜
摘
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
出
し
て
、

美
し
い
演
技
を
目
指
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
る
と
、
浜
谷
町

長
は
「
東
北
大
会
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
負
け
ず
に
演
技
が
で

き
た
こ
と
は
立
派
。
全
国
大
会

で
も
自
信
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

な
お
全
国
大
会
は
８
月
22
日

～
24
日
、
大
阪
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

階
上
中
学
校
（
菅
井
盛
基
校
長
）
の
体
操
部
が
、
８
月
２
日
に
行
わ
れ
た
第
40
回
東
北
中

学
校
体
育
大
会
で
器
械
体
操
競
技
団
体
の
部
で
２
位
と
な
り
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
は
15
年
ぶ
り
。

　

ま
た
、
同
大
会
で
２
年
生
の
田
中
結
さ
ん
が
平
均
台
で
個
人
５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

音楽の贈り物
はしかみキャンパスコンサート

先祖のみ霊を供養
平内鶏舞組が墓念仏

　8月19 日、ハートフルプラザでアマデウスピアノ
三重奏団コンサートが開かれました。町教育委員会
主催の「学びの王国！はしかみキャンパス」の公開
講座で、町内外から約140人が参加。
　この日は、ピアノ、チェロ、バイオリン、フルー
トの演奏でショパンのノクターンなどのクラシック
の名曲やシャンソンなどのボーカル14曲を披露。
また、レディースコーラスはしかみのメンバーも共
演し、コンサートを盛り上げました。
　参加者は曲の解説を聞きながら、会場いっぱいに
広がる素晴らしい音色に耳を傾けていました。

　8月14日、平内の鳩・百目木共同墓地と引敷林共
同墓地で、平内鶏舞の墓念仏が行われました。
　同地区で墓念仏が行われるのは4年ぶり。平内鶏
舞は平泉で亡くなった弁慶の霊を慰めるために行わ
れたのがはじまりと言われており、文化庁選択の青
森県文化財に指定されています。
　この日は、同組の12人が墓地の周囲を「オント
リドリ」「前念仏」「イドナサド」「念仏」などの演
目で約20分舞い踊り、先祖のみ霊を供養しました。
墓地にはもの悲しい笛の音が響き、墓参りに訪れた
人は手を合わせ静かに祈っていました。

美しい音色が会場に響きわたったコンサート念仏を唱えながら墓の周りを踊る平内鶏舞
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春
の
叙
勲

春
の
褒
章

　
　
　
　

平
成
23
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
で
、
元
町
消
防
団
長
の
寅
谷
正
美
さ
ん
と
、
町
消
防
団
長
の
内
城
慶
富
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
６
月
中
旬
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
）

 

瑞ず
い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

　
寅 

谷 

正 

美 

さ
ん
（
69
歳
・
駅
前
）

 

藍ら
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

　
内 

城 

慶 

富 

さ
ん
（
61
歳
・
田
代
）

寅
谷
正
美
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
階
上

村
消
防
団
に
入
団
。
平
成
22
年
ま
で
の
38

年
間
、
町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の
保

護
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
は
町
消
防
団
長
に
就
任
。

団
員
の
指
導
育
成
や
地
域
住
民
の
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
在
職

中
は
消
防
団
員
の
定
年
延
長
を
町
に
求
め

る
な
ど
近
年
の
団
員
不
足
の
解
消
に
積
極

的
に
努
め
ま
し
た
。

勇
退
す
る
平
成
22
年
ま
で
、
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

長
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
貢
献
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

寅
谷
さ
ん
は
、「
先
輩
方
、
団
員
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
38
年
間
務

め
て
こ
ら
れ
た
。
勲
章
ま
で
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

た
め
に
頑
張
る
と
と
も
に
、
消
防
団
の
活

動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

内
城
慶
富
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に
階
上

村
消
防
団
に
入
団
。
長
年
に
わ
た
り
、
豊

富
な
知
識
と
経
験
で
団
員
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
に
団
長
に
就
任
後
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
町
と
一
体
と
な
り
な

が
ら
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
や
防
火

思
想
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
身
の
全
国
消
防
操
法
大
会
出

場
経
験
を
生
か
し
、
団
員
の
指
導
に
熱
心

に
あ
た
り
、
平
成
22
年
に
は
青
森
県
消
防

操
法
大
会
に
町
と
し
て
26
年
ぶ
り
に
出
場
、

準
優
勝
の
成
績
に
導
く
な
ど
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

内
城
さ
ん
は
、「
受
章
を
聞
い
た
と
き
は
、

ま
さ
か
自
分
が
と
驚
い
た
。
地
域
の
仲
間

で
切
磋
琢
磨
し
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
と
思
う
。
消
防
活
動
を
通
じ
て
い
い

仲
間
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
後
輩
団

員
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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階上町防犯・交通安全少年球技大会
ー熱戦を展開ー

　第41回階上町防犯・交通安全少年球技大会が、8月3日～ 4日、赤保内小学校などで開催されました。
　7部門で、町内小中学生が熱い戦いを繰り広げました。また、今年からユニホックにかわり、階上小学
校卓球の部が設けられました。
　大会には保護者らも応援に駆け付け、熱い声援を送りました。

1 階上小学校卓球　2 小学校野球（道仏ブルーダイヤモンズ対小舟渡アブラメッ
ツ） 3 中学校ソフトテニス　4 中学校サッカー　5 小学校男子ミニバスケットボー
ル（石鉢ダンシーズ対赤保内12 ～ Twelve ～）

1 2

3 4

5

■大会結果
　◇小学校◇
ミニバスケットボールの部 野球の部 階上小学校卓球の部

（男子の部） （Aトーナメント） （中学年の部）
優　勝 石鉢ダンシーズ 優　勝 道仏ブルーダイヤモンズ 優　勝 上見　夏鈴
準優勝 赤保内レイカーズ 準優勝 小舟渡アブラメッツ 準優勝 大坂　華鈴　
3　位 赤保内12 ～ Twelve ～ 3　位 赤保内SAMURAIレイダース 3　位 折川　天音
（女子の部Aトーナメント） （Bトーナメント） （高学年の部）

優　勝 大蛇小ミニバスクラブ 優　勝 赤保内SAMURAIヘルメッツ 優　勝 鳩　ことみ
準優勝 道小アークス 準優勝 大蛇マリンスターズ 準優勝 田中　玲奈
3　位 石鉢ミニバスクラブA 3　位 福士　万琳
（女子の部Bトーナメント） ◇中学校◇

優　勝 道小ミニーズ 野球の部 バスケットボールの部
準優勝 石鉢ミニバスクラブB 優　勝 道仏中学校 優　勝 階上中学校

準優勝 階上中学校 準優勝 道仏中学校
ソフトテニスの部 サッカーの部

優　勝 道仏中学校A 優　勝 階上中学校
準優勝 階上中学校A 準優勝 道仏中学校
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　実証実験で設定する運賃

　対象路線 　実験の期間

　定期券・回数券の取り扱い

　南部バス㈱の階上循環線、階上中学校線、階上

庁舎線、大野線、ハートフルプラザ線、石鉢線など。
※定住自立圏8市町村をつなぐ圏域路線と、西蒼前

～階上中線も対象となります。

消費者問題に関する「わたしの提言」募集
消費者庁では、消費者問題に関する啓発の一環として、次のとおり論文を募集しています。

■テ ー マ　①地域で広げよう　消費者の安全・安心②これからの消費者教育のあり方③消費者被害
　　　　　　をゼロにするためにすべきこと④消費者問題に関する自由課題
■応募資格　一般、学生（18歳以上）　■締切　10月28日（金）当日消印有効
■応募要領　4,000 ～ 8,000字程度で、横書き、パソコンによる原稿を歓迎します。

　　　【問・送付先】ACAP事務局「わたしの提言」係　☎03-3353-4999
　　　詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.caa.go.jp/information/index.html#m03

八戸圏域定住自立圏推進事業

～わかりやすい、利用しやすいバスを目指して～

路線バスの運賃が変わります
10月1日
から！

路線バス
上限運賃化
実証実験

　現在の路線バスを取り巻く環境は、マイカーの普及や少子化による通学者の減少などの理
由から、利用者のバス離れが進んでいる状況にあります。
　このことから、わかりやすく、利用しやすい路線バスの環境を整えることで、将来にわたっ
て持続可能な公共交通システムを構築することを目的として、10月1日から「路線バス上限
運賃化実証実験」を行います。新しい運賃になったバスをぜひご利用ください。

　定住自立圏8市町村をつなぐ圏域路線において、１乗車あたりの初乗りが150円、
150円以上の区間は50円刻みで、500円が上限となります。

※定住自立圏8市町村：八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町
※圏域路線は、八戸圏域定住自立圏構想の連携施策として実施
※（　）は小児運賃（改定運賃の半額、10円単位に切り上げ）

現行運賃 140 円 150 ～
190 円

200 ～
240 円

250 ～
290 円

300 ～
340 円

350 ～
390 円

400 ～
440 円

450 ～
490 円

500 円
以上

改定運賃 150 円
( 80 円）

150 円
( 80 円）

200 円
(100 円）

250 円
(130 円）

300 円
(150 円）

350 円
(180 円）

400 円
(200 円）

450 円
(230 円）

500 円
(250 円）

どこまで
乗っても

上限500円！

10月1日から、おおむね2年間を予定しています。

○現在利用している区間の運賃の変化に応じて定
期券の交換および払い戻しをします。

○現在の回数券は10月1日以降も利用できますが、
基本的には9月30日までに使い切るか、使い切
れない場合は、差額の精算および交換により対
応します。

※詳しいことは、南部バス㈱のホームページをご覧
いただくか、営業所窓口に問い合わせてください。

【問】○実証実験の内容に関すること
　　　 総務課企画財政グループ　☎88-2113
　　 ○運賃・ダイヤ・定期券・回数券に関すること
　　　 南部バス株式会社　☎44-7111

■主な区間の運賃
主な区間 現運賃 新運賃

階上庁舎前～市民病院 460円 450円
階上庁舎前～市庁前 560円 500円
階上庁舎前～ラピア 590円 500円
登山口～階上庁舎前 320円 300円
登山口～市庁前 780円 500円
登山口～ラピア 830円 500円
登山口～松館～市民病院 550円 500円
田代～市庁前 710円 500円
田代～ラピア 750円 500円
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特定健康診査・

　後期高齢者健康診査について
　下記の対象にあてはまる人は、八戸市総合健診センターのほか、医療機関でも

受診できます。

　１年に１度、健康診査を受けましょう。

■対　　象　①階上町国民健康保険に加入している人で
　　　　　　　「65歳以上の人」または
　　　　　　　「40歳以上の障害者手帳を持っている人」（身体障害者手帳1 ～ 4級、愛護手帳、精神保健福祉手帳）

　　　　　　②後期高齢者医療保険に加入している人
■健診内容　身体計測、血圧測定、血液検査（肝機能・脂質・血糖）、尿検査　など
■料　　金　500円（70歳以上は無料）
■受診方法　受診券が必要です。事前に保健福祉課まで、電話または窓口に連絡してください。
　　　　　　受診の申し込みは、医療機関に直接申し込んでください。

■特定健康診査・後期高齢者健康診査を受診できる医療機関

医療機関名 住　所 電話 医療機関名 住　所 電話

ABEビルクリニック 八戸市本徒士町 22-7927 菅原内科医院 八戸市窪町 46-3355

おっとも脳神経クリニック 八戸市柏崎四丁目 41-1115 関口内科クリニック 八戸市大久保字西ノ平 31-6661

春日井内科医院 八戸市小中野四丁目 43-0418 滝沢小児科内科医院 八戸市根城五丁目 41-1178

かねた内科耳鼻科医院 八戸市本鍛冶町 43-7770 種市外科 八戸市小中野一丁目 43-1215

河原木内科医院 八戸市糠塚字下道 43-6516 長谷川内科胃腸科医院 八戸市上徒士町 22-3215

岸原病院 八戸市柏崎六丁目 45-8111 八戸城北病院 八戸市石堂一丁目 20-2222

黒田内科胃腸科医院 八戸市柏崎三丁目 45-7777 八戸生協診療所 八戸市南類家一丁目 44-0278

小松内科医院 階上町道仏字天当平 88-5515 平賀内科医院 八戸市根城一丁目 22-8209

坂本内科クリニック 八戸市吹上三丁目 24-5566 みうらクリニック 階上町蒼前西三丁目 80-1212

下長内科クリニック 八戸市下長三丁目 28-5040 総合リハビリ美保野病院 八戸市大久保字大山 25-0111

◇医療機関によって胃がん検診、大腸がん検診、結核検診も受診できます。（１項目500円、結核は無料）

� 【問】保健福祉課 健康増進グループ　☎88-2162

自分の健康や家族・友人を感
染から守るため、定期的な健
診・早期治療が大切です。

次のような症状が長く続くようなら、必ず診療を受けましょう。
　■たんが出る（たんに血が混じる）
　■体がだるい　■微熱が続く

2週間以上、 咳が続くときは、 検査や診察を受けましょう

結核予防週間です9/24　　9/30㊏ ㊎
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楽しいがいっぱい！
就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

活動内容がさらに充実！

地域子育て支援センター「おひさまるーむ」 子育てサークル「にこにこクラブ」

期 日 活 動 内 容

10/5
（水）

栗拾いに行こう
　作って遊ぼう：やじろべえ

10/12
（水）

保育園で給食を食べよう
　作って遊ぼう：ペーパークラフト

10/14
（金）

＜子育て講座＞
「子どもの栄養と健康について」

ハートフルプラザ、15:00 ～ 16:00
※要予約　☎88-3621（10/7締切) 

10/19
（水）

きれいな落ち葉を探しましょう
　作って遊ぼう：落ち葉のコースター

10/26
（水）

変身ごっこ
　作って遊ぼう：カラーポリで変身グッズ

［場　所］石鉢保育園　［時間］10:00～12:00
［利用料］子ども１人につき100円

＊保育園第1、第2駐車場をご利用ください　

期 日 活 動 内 容

10/21
（金）

芸術の秋！
　作ってみよう・やってみよう♪

・時　間　10:00 ～ 12:00
・場　所　石鉢ふれあい交流館
・参加費　子ども1人につき100円

【問】
 保健福祉課健康増進グループ� ☎88-2219
 石鉢保育園（地域子育て支援センター）� ☎88-3621

９月の日程は広報８月号に
掲載しています。

■けがなどは自己責任です。注意し
て楽しい活動にしましょう。

■天候、諸事情などにより、活動内
容が変更になる場合があります。

子育てサロンを　　
　　開設しています

　就園前の親子を対象に
開催しています。お気軽
にご参加ください。

■9～ 10月開設日（10:00 ～ 12:00）

はまゆり保育園　☎88-2101
・9/17（土）　積木講座(9:30 ～ )
・10/7（金）　ミニ新幹線乗車会
階上保育園　☎89-2302
・9/13（火）　トンボさんいるかな？
　　　　　　 グラウンドであそぼ
・9/28（水）　人形劇鑑賞(15:30 ～ )
道仏保育園　☎89-2210
・9/12（月）　お月見会、リズム運動遊び
・10/8（土）　避難訓練・消防車試乗

(9:30 ～ )

※日程が変更になることもあります。
　詳しいことは各保育園に問い合わせてく

ださい。

国保からのお知らせ
■保険証が更新になります
　新しい国保の保険証を9月30日（金）までに各世帯に郵送
します。有効期限の切れた保険証は、保健福祉課に返却す
るか、氏名などが確認できないようにして破棄してください。
　国保税の滞納世帯には「短期被保険者証」または「資格証明
書」が交付されます。

【有効効期限は24年9月30日まで】
次の場合は有効期限が異なります。
①24年9月30日までに75歳になる場合
　→有効期限は75歳の誕生日の前日
②退職被保険者および退職被扶養者の人で24年9月30日ま

でに65歳になる場合→有効期限は65歳の誕生月の月末(1
日生まれの場合は前月末)

■保険の切り替え手続きを忘れずに
①国保→社会保険

印鑑、新しい社保の被保険者証（全員分）、国保の被保険
者証が必要です。

②社会保険→国保
印鑑、加入していた健康保険喪失証明書が必要です。（65
歳未満で厚生年金など、国民年金以外の年金を受給して
いる人は、年金証書が必要）

� 【問】保健福祉課 健康増進グループ　☎88-2219

＜10月スケジュール＞
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図
書
室
だ
よ
り 

今
月
の
お
す
す
め
本

私
た
ち
は
一
般
に
、〝
病
気
に
は

関
心
が
あ
っ
て
も
健
康
に
は
興
味

を
持
た
な
い
〟
と
い
わ
れ
て
い
る
。

青
森
県
は
男
女
共
に
日
本
一
の

短
命
県
で
あ
る
。
全
国
の
１
９
６

２
市
区
町
村
別
平
均
寿
命
ラ
ン
キ

ン
グ
で
見
て
も
、
県
内
市
町
村
は
、

男
性
で
38
、
女
性
で
15
市
町
村
が

ワ
ー
ス
ト
１
０
０
に
入
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
わ
が
町
は
、
男
性
は
下

か
ら
45
位
（
76
・
４
歳
）、
女
性

は
下
か
ら
５
６
０
位
（
85
・
４
歳
）

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
個
々
の

寿
命
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
平
均

寿
命
で
階
上
町
と
全
国
１
位
と
の

差
は
男
性
５
・
３
歳
、
女
性
で

３
・
９
歳
の
開
き
が
あ
る
。
こ
れ

は
単
に
死
亡
年
齢
の
差
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
若
い
年

代
で
亡
く
な
る
人
が
多
い
か
、
と

い
う
現
実
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

で
は
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
は
―
。
老
化
を
遅

く
す
る
こ
と
！
。
そ
の
た
め

に
は
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
こ
と
！
。
つ
ま
り
「
肥
満

予
防
」「
禁
煙
」「
禁
酒
・
節

酒
」（
一
次
予
防
）
を
す
る

こ
と
。
も
っ
と
大
切
な
こ
と

は
「
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
」
の
た
め
の
健
診
を

受
け
る
こ
と
（
二
次
予
防
）

で
あ
る
。
皆
さ
ん
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
し
か
守
れ
ま

せ
ん
。
健
診
で
異
常
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
病
院
で
し
っ
か

り
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

保健福祉課で実施している生活習慣病予防
のための健康教室「おなか－2cm倶楽部」

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す
⑱

階
上
町
長

　
浜
谷
豊
美

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
―

　�

～
健
康
管
理
研
修
か
ら
～
　

（広告） （広告）

○
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

�

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

　

庭
の
一
部
に
自
分
の
「
は
た
け
」

を
も
ら
っ
た
エ
デ
ィ
は
、
土
を
掘

り
返
し
て
種
を
ま
き
ま
す
。
種
は

ど
う
や
っ
て
育
つ
ん
だ
ろ
う
…
。

第
五
七
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
。

○
道
仏
公
民
館

�

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

　

そ
の
特
許
が
無
け
れ
ば
ロ
ケ
ッ

ト
は
飛
ば
な
い
―
。
町
工
場
が
取

得
し
た
最
先
端
特
許
を
め
ぐ
る
、

中
小
企
業
と
大
企
業
の
熱
い
戦
い

を
描
い
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

ビ
ジ
ネ
ス
小
説
。
直
木
賞
受
賞
作
。

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

�

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

　

己
の
自
由
に
な
ら
な
い
肉
体
を

見
つ
め
、
老
い
て
ゆ
く
自
分
へ
の

好
奇
心
―
。
人
生
を
振
り
返
る
著

者
最
後
の
小
説
。
少
年
の
日
の
思

い
出
を
通
し
て
語
ら
れ
る
家
族
、

優
し
い
光
に
満
ち
た
日
常
。

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券
が

必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で
き
ま

す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。（
発
行
無
料
）

『エディのやさいばたけ』
サラ・ガーランド作

福音館書店

『肉体について』
三浦哲郎 著

講談社

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9 ～ 19時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館　
　9 ～ 17時（月～金）
　　　　　　※土曜は15時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9 ～ 19時（火～土、日・祝日）

『下町ロケット』
池井戸　潤　著

小学館

ほっとスルメールをご利用ください
＜登録用メールアドレス＞

anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp
　町内の緊急・気象・火災情報など

のメールを、 携帯電話やパソコンで

受け取れます。 上記アドレスに空メー

ルを送信し、登録手続きをしてください。

（右のQRコードからも読み込めます）

【問】総務課 総務グループ ☎88-2112
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� 落語芸術協会 復興支援はちのへ寄席

　東日本大震災や原発事故で避難している
人に、避難元の県や市町村が情報提供など
を行うため、町では避難者から所在地など
の情報を任意に提供いただき、その情報を
避難元の県や市町村に提供しています。
　階上町に避難していて、まだ役場に情報
提供をしていない避難者の方は、下記まで
お知らせください。

� 【問】総務課 総務グループ　☎88-2112

避難先における情報提供を受け付けています

■出演　桂歌丸（落語芸術協会会長）、桂小文治（八戸市出身）、
　　　　桂枝太郎（奥州市出身）、瞳ナナ（一関市出身）、
　　　　神田あっぷる（八戸市出身）
� ※都合により、出演者が変更となる場合があります。

■応募資格　町内在住者
■申し込み　企画財政グループに電話または窓口までお申

し込みください。（１件の申し込みで最大3人まで申込可）
■受付期間　9月12日（月）～ 13日（火）　8:15 ～ 17:00
■そ の 他　入場券は50枚限りです。申込多数の場合は抽

選となります。当選者には入場券（ハガキ）を発送します。

� 【申・問】総務課 企画財政グループ　☎88-2113
� 【公演内容について】八戸市公会堂　☎44-7171

ふるさとを遠く離れ、首都圏などで

頑張っている方を紹介していきますお久しぶりです
～ふるさとへのメッセージ～

　私は29歳の時に職を求めて上京し、今年で15年になりま
した。現在は神奈川県横須賀市に住んでいます。年に２回
は家族で帰省し、毎週のように実家に電話しているので、
まだまだ階上を身近に感じることが出来ています。
　先日のお盆の帰省では、階上から八戸へ海岸線をクルマ
で走り、東日本大震災の被害から少しずつ復旧しているよ
うに感じられました。被害に遭われた方にはお見舞いを申
し上げることしか出来ませんが、早く元の生活を取り戻し、
これまで以上に発展できるように願っています。
　ふるさとはしかみ会に入会して、階上町を応援する方々
に会うことが出来ました。私は仕事でシステムエンジニア
をしていますので、会報はしかみかわら版の発行やふるさ
と会ホームページ作成のお手伝いをさせて頂いています。
ホームページは開設してから6カ月が経ち、アクセス数が
少しずつ増えてきました。役場やふるさとはしかみ会の役
員の方々から原稿・素材を頂き、ページ数が増えてコンテ
ンツも充実してきています。
　階上町には、階上早生や海
藻ラーメン、いちご煮など数
多くの商品がありますので、
今後はホームページを通じて
階上町と特産品のアピールに
協力していきたいと考えてい
ます。

８

野
の

沢
ざわ

　敬
ひろ

貴
たか

さん（４4歳）

神奈川県横須賀市在住（赤保内出身）
ふるさとはしかみ会会員

（写真）自宅のソフトウエア開発ルームにて。
5年前から受託のソフトウエア開発を始めて
います。

◇ふるさとはしかみ会 会員募集中◇

　町出身者、ゆかりのある方、階上
町を故郷とおもう方ならどなたでも
入会できます。活動動内容はホームペー
ジをご覧ください。

� http://www.hashikami.info/
【問】総務課 総務グループ ☎88-2112  会報はしかみかわら版

� （年４回発行）

階上町に避難している方へ
観
覧
者
募
集 ９月16日（金）

 14:00～16:00（開場13:30）
八戸市公会堂

※入場無料

義援金等の状況　※8月25日現在
【災害義援金】　1,537万6,926円

� （132件/65団体・67個人）
【寄　　　付】　2,973万9,085円

� (46件/36団体・10個人）
たくさんの善意ありがとうございます
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県
内
各
地
の
産
業
振
興
や
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
、
24
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
事
業　

地
域
の
活
性
化
お

よ
び
産
業
の
育
成
・
振
興
を
図
る

事
業
。（
人
材
育
成
、
技
術
開
発
、

商
品
開
発
、
市
場
・
販
路
開
拓
、

観
光
開
発
、
環
境
整
備
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
な
ど
）

■
助
成
金　

事
業
費
の
５
分
の
４

以
内

■
助
成
対
象
団
体　

県
内
市
町

村
、
産
業
団
体
、
地
域
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
・
組
織
な
ど

■
締
め
切
り

　

10
月
31
日
（
必
着
）

■
応
募
方
法　

事
業
実
施
要
望
書

に
事
業
計
画
な
ど
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
様
式
は
企
画

財
政
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
財
団
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
・
応
募
】
財
団
法
人
む
つ
小

川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団

☎
０
１
７
（
７
７
３
）
６
２
２
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jom

on.ne.jp/ ~

m
ozaidan/

■
募
集
人
員　

畑
作
園
芸
課
程
、

果
樹
課
程
、
畜
産
課
程
あ
わ
せ
て

定
員
70
人

■
受
験
資
格　

高
校
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
た
は
同
程

度
の
者

■
募
集
日
程
・
試
験
日
程

①
推
薦
選
考

　

受
付　

10
月
３
日
～
13
日

　

試
験　

11
月
９
日
（
作
文
・
面

接
）

②
一
般
募
集

　

受
付　

12
月
８
日
～
15
日

　

試
験　

24
年
１
月
18
日
（
現
代

文
・
数
学
Ⅰ
・
生
物
Ⅰ
・
作
文
・

面
接
）

■
願
書
の
請
求　

封
筒
に
「
願
書

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
明

記
し
た
角
形
２
号
封
筒
（
２
０
０

円
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
、
本
校

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。願
書
は
、

高
校
お
よ
び
各
地
域
県
民
局
農
林

水
産
部
農
業
普
及
振
興
室
で
も
入

手
で
き
ま
す
。

【
問
】
青
森
県
営
農
大
学
校
教
務

研
修
課

☎
０
１
７
６
（
６
２
）
３
１
１
１

　

町
で
は
、
８
月
か
ら
消
費
者
信

用
生
活
協
同
組
合
（
信
用
生
協
）

と
連
携
し
、
町
民
を
対
象
と
し
た

生
活
再
建
に
向
け
て
の
支
援
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
援
内
容

・
く
ら
し
と
お
金
の
安
心
相
談（
多

重
債
務
で
困
っ
て
い
る
、
多
重
債

務
は
解
決
し
た
が
そ
の
後
の
借
入

れ
が
出
来
ず
に
困
っ
て
い
る
な

ど
）

・
弁
護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
相
談
会

・
債
務
整
理
資
金
貸
付
、
生
活
再

建
資
金
貸
付
（
事
業
性
資
金
は
除

く
）

■
相
談
受
付

　

月
曜
～
土
曜
、
９
時
～
17
時

　
（
完
全
予
約
制
、
相
談
無
料
）

【
問
】
信
用
生
協
八
戸
相
談
セ
ン

タ
ー　
　

☎
（
２
０
）
８
５
８
２

お知らせ Information 

募集

募集

相談

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業

振
興
財
団
助
成
事
業

青
森
県
営
農
大
学
校

24
年
度
学
生

く
ら
し
と
お
金
の

安
心
相
談

狂犬病予防注射および犬の登録を実施します
狂犬病予防注射を受けていない、登録の済んでいない飼い犬がいる場合は必ず受けてください。

◇飼犬台帳の整理を行っています◇
　死亡届や変更届の提出が済んでいない飼い犬が
　いましたら、町民課で手続きをしてください。

【問】町民課戸籍住民グループ
� ☎88-2119

【手数料】予防注射　1頭3,000円／登録　1頭3,000円

10
月
１
日
（
土
）

地区 場所 時間

10
月
２
日
（
日
）

地区 場所 時間

野場中・赤保
内・耳ケ吠・
角柄折・鳥屋
部・石鉢・蒼
前・田代・晴
山沢・平内・
金山沢

晴山沢集会所  9:30 ～ 9:50
追越・荒谷・
赤保内・耳ケ
吠・小舟渡・
駅前・榊・大
蛇・石鉢・野
場中・蒼前・
道仏

石鉢ふれあい交流館  9:00 ～ 9:35
金山沢集会所 10:00 ～ 10:25 蒼前集会所  9:40 ～ 10:10
新田集会所 10:30 ～ 10:55 道仏集会所 10:25 ～ 10:40
中央体育館 11:00 ～ 11:15 小舟渡集会所 10:45 ～ 11:00
石鉢ふれあい交流館 11:20 ～ 12:00 駅前集会所 11:05 ～ 11:20
蒼前集会所 13:30 ～ 14:00 追越部会前 11:30 ～ 11:50
民俗資料収集館 14:10 ～ 14:40 役場裏駐車場 13:30 ～ 14:30
役場裏駐車場 14:45 ～ 15:30
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町
で
は
、
バ
イ
ク
（
原
付
～
大

型
）
の
回
収
・
処
理
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
国
内
メ
ー
カ
ー
等

16
社
が
国
内
で
販
売
し
た
バ
イ
ク

は
「
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
」
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

■
10
月
１
日
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
の
払
い
込
み
が
不

要
と
な
り
ま
す
。

■
取
扱
店
に
持
ち
込
む
場
合
は
、

別
途
、
収
集
・
運
搬
料
金
が
必
要

で
す
。

【
問
】

・
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

☎
０
３
（
３
５
９
８
）
８
０
７
５

９
時
30
分
～
17
時
受
付
（
土
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
等
を
除
く
）

・
公
益
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー

h
ttp

://w
w

w
.ja

rc.o
r.jp

/
m

otorcycle/

　

町
税
な
ど
の
納
期
限
日
に
、
金

融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
ま
す
。

■
期
日　

９
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分

■
場
所　

青
森
県
森
林
組
合
会
館

■
内
容　
「
外
資
に
奪
わ
れ
る
森

―
こ
の
国
の
森
を
引
き
継
い
で
い

く
に
は
？
」
農
学
博
士　

平
野
秀

樹
氏

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

９
月
14
日
（
水
）

ま
で
に
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
・
問
】
㈳
青
森
県
林
業
会
議

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
５
４
８
２

　

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
法

律
上
の
悩
み
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
八
戸
会
場
（
八
戸
市
総
合
福
祉

会
館
）

・
10
月
１
日
（
土
）、
10
時
～
16

時・
面
談
相
談　

※
当
日
先
着
順

■
相
談
内
容　

多
重
債
務
・
相
続
・

登
記
・
成
年
後
見
・
裁
判
所
提
出

書
類
作
成
な
ど

【
問
】
青
森
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
８
３
９
８

■
口
座
振
替
で
き
る
町
税
等

　

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料

■
申
し
込
み　

　

次
の
取
扱
金
融
機
関
に
口
座
振

替
申
込
用
紙
と
預
貯
金
通
帳
使
用

印
鑑
、納
税
通
知
書
を
持
参
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

青
森
銀
行
（
本
・
支
店
）、
青

い
森
信
用
金
庫
、
み
ち
の
く
銀
行

（
八
戸
市
内
）、
八
戸
農
業
協
同
組

合
階
上
支
店
、
青
森
県
信
用
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
（
階
上
代
理

店
）、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
問
】
町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
４

お知らせ Information 

リサイクル

募集相談

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム

公
開
林
業
講
演
会

全
国
一
斉
司
法
書
士

法
律
相
談
会

　　町民文化祭出品･ステージ発表出演者

税

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

募集

10月29日（土）～ 30日（日）に開催する第33回階上町民文化祭の展示作品や音楽・芸能発表などの出

演者を募集します。町民であれば、どなたでも出展・出演できます。

■作品出展およびステージ発表／ 場所：ハートフルプラザ
作品展示 音楽・芸能発表

期日 10/29（土）～ 30（日）9:00 ～ 16:00 10/30（日）9:30 ～ 15:30

内容 1人3点以内（絵画・版画・写真・彫刻・
盆栽・手芸・陶芸・生け花など）

1人1曲または1団体15分以内
（新舞踊、民舞踊、詩吟、音楽、芸能など）

申込 10/26（水）～ 10/27（木）の間に、直
接ハートフルプラザに搬入してください。

10月3日（月）までに、申込用紙に記入し、持参ま
たはファクスで申し込んでください。
申込用紙は教育課・道仏公民館・石鉢ふれあい交
流館にあります。ホームページからもダウンロー
ドできます。

■ボランティアスタッフ募集：ステージ発表の裏方や展示コーナーの監視など。（申込締切10月3日）
■バザー出店募集：子ども会、婦人会、PTAなどの社会教育団体。（申込締切10月3日）

� 【問・申込】教育課 社会教育グループ　☎88-2698  FAX 88-1803
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通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電
話
を
持
つ
。

②
万
一
迷
っ
た
ら

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず
に
救
助

を
待
つ
。

■
熊
に
注
意
！

・
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く
。

・
熊
を
見
つ
け
た
ら
静
か
に
そ
の

場
を
立
ち
去
る
。

　

こ
の
時
期
は
、
行
楽
に
伴
う
事

故
や
、
日
没
が
早
ま
る
た
め
夕
暮

れ
時
の
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

■
昨
年
（
22
年
）
の
キ
ノ
コ
採
り

遭
難
状
況

　

発
生
件
数
は
19
件
21
人
。
遭
難

原
因
は
道
迷
い
が
約
６
割
と
最
も

多
く
、
60
歳
以
上
の
遭
難
者
が
約

95
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
遭
難
防
止
の
た
め
に

①
山
に
入
る
と
き

・
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で
出
か

け
る
。

・
行
き
先
を
告
げ
無
理
を
し
な
い
。

・
水
、
食
料
、
ラ
イ
タ
ー
、
雨
具
、

事件は110番へ
階上交番　☎88-2022
田代駐在所　☎88-2110

火事は119番へ
消防本部　☎44-2135
階上分署　☎88-2105

　

今
年
の
階
上
町
で
の
火
災
は
、

５
月
に
１
件
発
生
し
て
以
来
、
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
町
民

皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
か
ら
の
高
い
防

火
意
識
の
表
れ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
火
災
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
の
設
置
は
お

済
み
で
す
か

　

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
、

八
戸
地
域
広
域
消
防
管
内
で
も
、

実
際
に
警
報
器
が
作
動
し
、
人
命

が
守
ら
れ
た
り
、
火
災
を
早
期
発

見
し
拡
大
を
防
い
だ
り
し
た
事
例

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
が
済
ん
で
い
な
い
と

こ
ろ
は
、
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
も
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
Ｐ
Ａ
連
携
出
動
と
は
？

　

救
急
現
場
に
お
い
て
、
消
防
隊

と
救
急
隊
が
連
携
し
て
救
護
活
動

を
行
う
も
の
で
す
。
Ｐ
Ａ
は
ポ
ン

プ
車
（Pum

per

）
と
救
急
車

（Am
bulance

）
の
頭
文
字
か
ら
。

　

消
防
隊
と
救
急
隊
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
傷
病
者
の
救
出
や
処
置

を
迅
速
か
つ
確
実
に
行
い
、
救
命

効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ａ
連
携
で
出
動
す
る
場
合

　

多
く
の
救
急
資
機
材
を
必
要
と

す
る
、
高
度
な
救
命
処
置
を
行
う

と
き
や
階
段
・
通
路
な
ど
が
狭
い

た
め
に
傷
病
者
の
搬
送
が
難
し
い

と
き
な
ど
、
救
急
要
請
の
内
容
か

ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
出

動
し
ま
す
。

キ
ノ
コ
採
り
の
　
　

　
　
遭
難
を
な
く
そ
う

 

高
ま
る
防
火
意
識

 

救
急
現
場
に

　
消
防
隊
も
出
動
し
ま
す

●平成23年階上町交通事故発生状況

7月31日現在 前年同期比増減

発生件数 25 +6

死　　者 2 +2

傷 者 数 32 +9

死亡事故ゼロ連続日数　87日

交 番 情 報消 防 情 報

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
９
月
21
日
～
30
日

■
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
　

消
防
車
に
は
救
急
処
置
に
必
要

な
最
低
限
の
救
急
資
機
材
が
積
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
救
急
車
が
出
動

中
の
場
合
で
も
、
別
の
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
先
に
到

着
し
た
消
防
隊
が
応
急
処
置
を
行

い
、
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

高齢者を交通
事故からまも
るくん
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飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
二
十
四
）

　

一
ノ
戸
よ
り
南
の
方
十
里
小
沢

と
い
へ
る
所
、
九
ノ
戸
の
乱
の
時
、

穴
台
（
姉あ

ね

帯た
い

）
大
学
な
る
も
の
籠こ

も

れ
る
城
跡
あ
り
、
其
所
を
穴
台
（
姉

帯
）
と
号
す
、
雨
降
り
る
故
に
暫

く
金
助
な
る
も
の
の
所
に
休
ふ
、

焼
栗
を
振ふ

る

舞ま

へ
り
、
末す

え

の
松
山
を

一
見
せ
ん
と
て
町
を
北
へ
出
で
小

坂
を
上
れ
ば
左
右
の
畑
地
平
ら
か

な
る
所
有
り
八
幡
太
郎
義
家
幕
を

張
ら
れ
し
所
と
て
幕ま

く

前ま
え

平た
い

と
号
せ

り
、
七
、
八
丁
に
し
て
坂
を
上
る

事
小
道
二
、
三
里
左
右
の
山
松
有

り
、
艮

う
し
と
らに

向
ふ
て
上
り
乾

い
ぬ
いに

下
る
、

是
レ
を
波
打
坂
（
現
在
は
浪
打
峠
）

と
号
す
、
即
チ
末
の
松
山
名
所
也
、

頂
上
に
左
右
薄
白
き
岩
有
り
、
左

の
岩
二
十
間
斗
也
、
高
サ
壱
丈
四
、

五
尺
、
柔
か
な
る
岩
に
て
貝
が
ら

多
フ
く
付
て
有
り
予
爪つ

め

を
立
て
て

取
り
ぬ
。

　

十
月
に
は
必
ず
帰
府
致
す
べ
し

と
人
々
に
約
せ
し
事
を
思
ふ
て
よ

め
る　

正
之

　

秋
過す

ぎ

て　

冬
は
帰
る
と

　
　

夕
時
雨

　

月
な
ミ
こ
さ
し　

末
の
松
山　

と
な
ん
、
下
り
て
村
松
町
並
也
、

五
日
町
入
口
右
に
呑ど

ん

香こ

稲い
な

荷り

の
社

石
階
の
上
に
見
ゆ
、
五
日
町
の
東

に
九
ノ
戸
政
実
が
城
跡
有
り
少
シ

高
く
見
ゆ
、
平
城
也
、
五
日
町
も

福
岡
の
内
也
、
五
日
町
を
出
で
左

り
ま
べ
ち
川
と
て
流
る
、
右
に
廻

り
て
板
橋
十
間
な
る
を
渡
る
、
右

に
巌が

ん

窟く
つ

の
内
に
観
音
立
ツ
、
橋
有

り
て
至
る
巌
壁
へ
懸
け
作
る
也
、

川
を
白
鳥
川
と
号
す
、
ま
べ
ち
川

に
入
る
、
左
り
に
廻
り
て
巌
窟
の

下
に
棧さ

ん

（
さ
じ
き
）
二
十
間
斗
り

巌
窟
に
三
ツ
石
仏
を
安
置
す
、
寺

門
を
入
る
、
岩
山
の
上
に
釣
鐘
堂

有
り
、
寺
を
高
沢
山
龍
岩
寺
と
号

す
、
洞
家
（
曹
洞
宗
）
也
、
宿
ら

ん
事
を
乞こ

へ
と
も
許ゆ

る
さ
ず
、
帰

へ
り
て
少
シ
上
り
て
福
岡
の
本
町

也
。

オ
ナ
モ
ミ
（
き
く
科
）

　

荒
れ
地
や
道
端
に
生
え
る
一
年

草
。
ア
ジ
ア
大
陸
原
産
で
、
日
本

に
は
か
な
り
古
い
時
代
に
帰
化
し

た
植
物
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

果
実
に
は
か
ぎ
状
の
と
げ
が
あ

る
た
め
、
動
物
の
体
に
付
着
し
て

分
布
が
広
が
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ

は
、
そ
の
果
実
を
〝
ひ
っ
つ
き
む

し
〟、〝
く
っ
つ
き
む
し
〟
と
い
っ

て
遊
ん
だ
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

和
名
は
、
茎
葉
を
も
ん
で
、
虫

刺
さ
れ
の
治
療
に
使
う
と
こ
ろ
か

ら
と
さ
れ
る
が
、
ほ
か
に
も
説
が

あ
る
。
漢
方
で
は
、
発
汗
、
頭
痛
、

解
毒
な
ど
に
効
く
と
さ
れ
る
。

　

方
言
名
に
は
、
果
実
の
形
状
や

性
質
か
ら
、
カ
ミ
ノ
キ
・
ド
ロ
ボ

ウ
・
ホ
シ
ダ
マ
・
ヤ
マ
ゴ
ン
ボ
な

ど
が
あ
る
。

子どものころからなじみ深い
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 【問】三八地域県民局県税部　課税第二課　☎27-5111（内線209、235）
　　　青森県庁ホームページ「県税・市町村税インフォメーション」http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html
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10月
1 土

2 日
野沢勝蔵杯野球大会（道仏中グラウンド 9:00）
学芸会（小舟渡小）
剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

3 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

4 火
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

5 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）

6 木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

7 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

8 土 学習発表会（階上、石鉢、赤保内、大蛇小）

9 日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

10 月
体育の日
燃やせないごみ収集（全地区）は休み

11 火
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

12 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

13 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）
町内小学校音楽発表会（石鉢小）

14 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

15 土

9月16日㈮～ 10月15日㈯

ごみ収集日の地区区分

中央・　
西部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代

晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西

東部地区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前

道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
〇ごみは、収集日

4 4 4

に、自分の住んでいる地域のごみ
収集所へ、朝８時までに出してください。

〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
が来るとは限りません。

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

町 民 課

税　　務

グループ

賦課 88-2129

収納 88-2114

戸籍住民グループ 88-2119

保健福祉課
健康増進グループ 88-2219・2162

福 祉 グ ル ー プ 88-2115・2641

出 納 室 88-2049

農 業 委 員 会 88-2946

２
階

総 務 課
総 務 グ ル ー プ 88-2112

企画財政グループ 88-2113

産業振興課 産業振興グループ 88-2116

建 設 課
下 水 道 グ ル ー プ 88-2120

土木建設グループ 88-2118

教 育 課
学校教育グループ 88-2495

社会教育グループ 88-2698・2764

３階 議 会 事 務 局 88-2369

土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

防災無線電話応答サービス　☎80-1220

９月
16 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

17 土 郡中体連秋季大会（～ 18日）

18 日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

19 月
敬老の日
燃やせないごみ収集（全地区）は休み

20 火

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
粗大ごみ収集日（東部地区）
合同相談（ハートフルプラザ 13:00 ～ 15:00）
教育相談（ハートフルプラザ小会議室 13:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

21 水

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）
秋の交通安全運動（～ 30日）
県境交通安全大会（ハートフルプラザ）
3歳児健康診査（H20.1.1 ～ 20.3.31生まれ、ハー
トフルプラザ12:15受付）

22 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）
ポリオ予防接種（小松内科 受付13:00~13:30）

23 金
秋分の日
燃やせるごみ収集（蒼前西地区）は休み

24 土

25 日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

26 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

27 火
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

28 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

29 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）
防犯弁論大会（石鉢小 13:30）
ポリオ予防接種（小松内科 受付13:00~13:30）

30 金

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
固定資産税第3期納期限
国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療
保険料第2期納期限

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）



大蛇夏まつり＆花火大会
8月14日、大蛇小学校で大蛇夏まつりが開催されまし

た。大蛇、追越、荒谷地区の合同夏祭りで今年で5回目。
東日本大震災により町内で最も大きな被害を受けた

大蛇地区ですが、坂本進実行委員長は「1日も早い復興
のためにも、祭りを開催することで地域のみんなが元
気を出していくことが大事だと開催を決めた。今日はゆっ
くり楽しんでください」とあいさつしました。

祭りには地域住民をはじめ帰省客らも多数訪れ、大
蛇小学校児童による「大蛇海鳴りソーラン」やカラオ
ケショー、盆踊りなどを楽しみました。また、抽選会
の景品を、震災で被害を受けた同地区の商店で使える
商品券にするなどの工夫を凝らしました。

日が沈むと、灯籠（とうろう）流しが会場近くの海
岸で行われました。昨年まで使用していた灯籠は、津
波により保管していた小屋ごと流され、今年は一から
手づくり。火が灯された灯籠が漁港内に流れると、静
かに祈る姿が見られました。二坂チエさんは「震災で
自然の恐ろしさを改めて感じた。安心して暮らせるよ
うになってほしい」と手を合わせていました。

また、大蛇漁港で行われた町商工会青年部主催によ
る花火大会には、町内外から大勢の見物客が訪れました。
震災復興祈願として約1,000発の花火が次々と打ち上げ
られると、大きな歓声があちこちから沸き上がりました。復興への思いをのせて大輪の花火が夏の夜空を彩った

1 「頑張れ！負けないぞ！大蛇」
の思いを込めて海鳴りソーラン
を踊る大蛇小児童  2 住民、帰省
客らも加わって踊った盆踊り  3 
西光寺詠唱会による「霊まつり
和賛」にのせて灯籠が流された  
4 夜の海に浮かぶ灯籠

-復興への願いを込めて-
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